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1 事業の成果
2023年度は、中期日標 「他者からの介入・暴力が発生し社会の分断が進む地域で、そこで
奪われている人々の権利と自律的な日々の暮らしの回復のための基盤をつくる」の 3年目でし
た。
海外事業は、2023年は 4月 にスーダン、10月 にパレスチナ・ガザで大規模な武力衝突が
発生しました。2024年 3月 時点でも収束の兆しが見えていない状況です。プロジェクト計画・
運営体制の変更を余儀なくされ、組織全体が大きく影響を受けました。この先も不透明な状況
が続いていますが、その中でできる緊急支援活動、政策提言や情報発信をしながら JVCの役
割を模索しています。その中で組織のリスク管理、職員の安全管理体制については東京事務所、
現地事務所が連携の上で、臨機応変に対応できたと考えています。新規事業としては、2022
年に着手したイエメン事業の規模を拡大し本格的に始動させました。南アフリカ事業、スーダ
ン事業のイーダ難民キャンプでのプロジェクトは最終年度となりました。また、プロジェクト
運営の一環としてスーダンは評価報告書を完成させ、ラオスは中間評価を実施し報告書を取り
まとめました。2022年度中の トルコ 0シ リア大地震を受けて実施した、シリア国内で支援が
行き届いていない地域での緊急救援は計画通り実施し終了しました。
また、引き続きアイディアを出し合いより風通しの良いコミュニケーションができる組織の
形成に取り組みました。そして、より信頼のおける組織であり続けるために、NPOの「認定」
更新対応を実施しました。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【219,550】 千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

党盃
対象者
範囲

党盃
対象者
人数

事業費
(千円)

①世界各地
の難民、紛
争や災害に
よる被災民
及び社会的
に困難な境
遇 に あ る
人々に対し
ての救援・
復旧・復興
協力事業、
及び開発協
力事業、政
策提言並び
にそれらに
係る事業

パレスチナ

【健康診断の実施と母親向
け講習会の実施】

2023年 10月 7日 以降はパレ
スチナとイスラエルの大規
模な戦闘勃発により活動を
中止せざるを得なくなりま
したが、それ以前は家庭訪間
や地域の幼稚園などの施設
を会場とする健康診断を実
施し、5歳以下の子ども約 806
人が受診しました。健診で栄
養失調やそれに付随する症
状があると診断された子 ど
もの数は 220名 、治療が必要
と診断された子 どもの数は
175名 で、経過観察や他の医
療機関への紹介を行いまし
た。また、子どもの栄養状態

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

ガザ地区 日本人
2名
現地ス

タッフ
1名

東京
1名
(兼務 )

ガザ地区

5歳以下
の子ども
及びその

保護者と

家族

5歳以下
の子ども
約 806人、
講習会に
参加した
母親のベ

384人

61,541



や発達の改善などに役立て
てもらうため、母親などの保
護者を対象に調理講習、啓発
セッション、おもちゃ作りを
実施しました。

【女性のための職業訓練】

シルワン・アットゥーリ地区
は、1948年 にイスラエルが建
国を宣言した際、多くの避難
民が流入したことから、東エ

ルサレムの中でも貧困層が
多く、家屋破壊や土地収奪が

頻発する地域でもあります。
こうした占領の影響に加え
て、伝統的な社会の中でパレ
スチナ女性の選択肢がせば
められている状況から、経済
的 。社会的なエンパワメント
を目指して美容や料理など
の職業技術訓練を実施し、女
性 115人、青少年 51人が参
加しました。そのうち 77%に
あたる127人が修了し、小ビ
ジネスを立ち上げたあるい

は計画している女性は参加
者の 43人にのぼりました。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

東エルサ
レム

東エルサ
レム地区

パレスチ
ナ人女性
及び

青少年女
子

女性
(のべ):
755名 、
青少年女
子 (のべ):
251名

【ガザ緊急支援】

パレスチナ医療救援協会 (PM
RS)はガザの各地で病院の運
営や移動診療を行っており、
紛争勃発以降も北部や中部で

も診療活動を続け、南部ラフ

ァの避難所等では子どもたち
の心理サポー トも実施してい

ます。ⅣCは PttSの医療活動
を支援するため調整を行って
きましたが、刻々と変わる状
況の中、支援内容の一部を乳
児用の粉ミルクに変更し、最
適なルー トでの支援を探って
います。
また、ガザに入る救援物資が

不足する中、食料などの高騰
が深刻であることから、長年
のパー トナーの現地 NGOアル
デルインサーン (AEI)と とも
に、これまで事業に関わって
きたボランティアたちの世帯
を対象とした現金給付支援を
行うことを決め、68世帯に各
200ドルを支援しました。給
付の方法は、パレスチナ銀行
の電子システムを利用し、銀

2023年
10月 10日

ガザ地区 国内避難
民

(現在実施
中につき
対象者数
未確定)



行が発行する 7桁の固有の番
号を対象者がSMSを介して受
け取り、登録業者・小売店で
番号とIDを提示することに
より、現金を受け取る又は買
い物ができる、というもので
す。

【南北コリアと日本のともだ
ち展ぷらす】

朝鮮、韓国、中国朝鮮族、日

本、在日コリアンの子どもた
ちによるオンライン絵画展
「わたしのワクワク体験」を
11月 1日 ～12月 10日 に開催
しました。開幕時にはピョン

ヤンからの新しい作品が間に

合わず、過去の作品を紹介し
ていましたが、11月 下旬に最
新作品が届き、追加で掲載で
きました。オンライントーク
「いまこそ平和を考える」で
は、共同通信ソウル支局の渡
辺記者から韓国 政権の外交
戦略などをお話いただき、ま
た、みんなが集 う対面行事「と
もだち展の日」では、ロサン
ゼルスで開催した絵画展の報
告のほか、ともだち展卒業生
たちと当時を振 り返 りまし
た。

【東アジア大学生ピースフォ
ーラム】

東西それぞれでコリアタウン

を歩く入門編フィール ドワー

ク(5～6月 )からスター ト、7
月にはドイツ出身の

さんを講師に招いた

学習会で戦後 ドイツが歩んだ

経験や課題を学びました。今
年も「日朝大学生交流」はか
ないませんでしたが、8月 に
は、韓国研修を 4年ぶりに再
開することが出来ました。南
北分断の現場を見学したり、
韓国の人びとから話を聞くこ

とで、朝鮮半島の分断の現実
の一端を知り、日本のマスコ

ミなどを通しては見えてこな
い朝鮮半島の南側を体験しま
した。 また、3月 には学生が
主導して企画した京都フィー
ル ドワークを実施しました。

コ リア

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

韓国、朝
鮮、中国、
日本

日本人

1名

(兼任 )

絵画展お
よびフォ
ーラムの

参加者や
来場者な
ど

韓国 :

約 40人、
朝鮮 :

約 30人、
中国 :

約 15人、

日本 :

約 130人

オンライ

ン絵画展

訪問者 :

762名

3,481



【紛争下の児童に学びのア
クセスと安心して過ごせる
場の提供】

紛争からの避難や家計の事
情など様々な理由によって
就学機会を失った児童を対
象に 4地域で補習校を運営し
ました。アラビア語、算数、
英語などの基礎科 目の授業
に加え、子どもたちが安心し
て過ごせる居場所を提供し、
度重なる戦闘や避難によっ
て精神的ショックを受けた
子 どもたちを対象にソーシ

ャルワーカーによる心理サ
ポー トやダンス、スポーツ、
お絵描き、歌・ダンスなどの
レクリエーション活動を実
施しました。食事が十分に取
れない状況を考慮 して軽食
の提供も行いました。授業の

質向上のために、指導教員に
対する研修のほか、スーパー
バイザーを派遣 し適宜助言
を実施し、月例教員会議では
成功例や課題を共有し、改善
を図りました。

【地域が教育を支える仕組
み作り】

補習校実施地域にて保護者
グループを組織し、校舎のな
い地域には学びの場 となる
小屋建設、水汲み、掃除、欠
席児童のフォローアップと
いった補習校の手伝いを推
奨しました。また若者を中心
としたユースクラブを結成
し、ライフスキル研修やマネ
ジメン ト研修を実施 したほ
か、若者が行政と連携を取れ
るような機会を設けました。
研修を受けた若者たちが教
育の重要性について伝える
啓発活動を企画したため、コ

ミュニティとの調整や運営
をサポー トし、対象地域で合
計 2,811人の住民が参加 しま
した。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

南コル ド
ファン州
カ ドグリ

日本人
1名

現地ス

タッフ
6名

東京
1名
(兼務)

避難民及
び地元住
民

不就学児
童および
保護者と
地域の若
者
6,462人

39,108



【イーダ難民キャンプの児童
保護支援】

事業の最終年度でした。複雑
な家庭環境にある児童へ就
学のサポー トとして、学費、
給食 。学用品・衛生用品・ス
ポーツウェアを提供しまし
た。また、保護者や現地行政
を対象とした教育の重要性
に関する啓発活動を3回行い
延べ 98人が参加しました。
児童が栄養や栽培に関する
知識も学ぶ家庭菜園活動、長
期休暇中の特別講習を実施
し児童保護に努めました。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

南スーダ
ン・ルウ
ェン行政
区

ユ ニア イ

州イーダ
地区
スーダン

人難民

子どもた
ち 38人

間接受益
者 :保護
者、家族
152人

区菱ヨ

【村の基礎情報の収集と共
有資源管理の仕組みの導入】

活動村 5村において、住民と
ともに村の基礎情報 (人 口、
歴史、生産物、村境など)お
よび直面している開発問題
についての情報を収集し、4
村で冊子や資料としてまと
め、一部をバナーや表にして
共有しました。この過程で話
し合いを行い、共有資源が食
糧や収入の源としての価値
を持っていること、またそれ
らが減少しつつあることを
多くの村人とともに確認し
ました。また、認識を共有す
る中で、共有資源管理・利用
の仕組みが必要とされた 2村
で魚保護地区を導入し、4村
で農薬や化学肥料などによ
る環境への負荷や地質劣化
の減少・防止の活動を開始し
ました。

【法律研修と行き過ぎた開
発事業に対しての働きかけ】

住民の法律知識普及のため
の 2024年版法律カレンダー
を、他 NGOや関係行政機関と
協力して作成し、完成後は発
表会議を開催し、中央、県、
郡政府機関から約 30人の参
加を得ました。また、会議の

なかで支援活動には書類な
どの形式だけでなく実質的

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

セコン県
ラマーム

郡および
タテン郡

日本人
1名

現地ス

タッフ

3名

東京
2名
(兼務

対象の農
村で暮ら
す人々

糸t,1,000

世帯

およそ
6,000人

28,978



な効果を持たせるべきこと
も併せて伝え、共有資源管理
の活動ガイ ドラインを作成
し、実例を交えて説明しまし
た。完成したカレンダーを用
いて 2村で法律研修を実施
し、22人が参加しました。研
修を通じて、住民自身が開発
問題への対処方法について
理解を深めました。

【ケアの質向上やエンパワ
メントのための研修】

ケアボランティア 8名 を対
象にHIVリ テラシー研修やガ
バナンス研修、センターの活
動プログラム改善研修を行
ったほか、約 30名の保護者
を対象にカウンセ リング研
修を実施しました。また、セ
ンターに通 う 10代の青少
年をエンパワメン トするた
め、リーダーシップ・ライフ
スキル研修を 60名 に実施
しました。さらに、 JVCの
活動終了を前に、今後センタ
ーが活動を継続するための

組織基盤強化として、ケアボ

ランティアを対象にガバナ
ンス研修を行いました。施設
面では、屋内活動のスペース

不足を解消するため建物を
1棟増築しました。

【菜園づくり】

OVCが安定した食生活を送れ
るよう、センターの敷地内で
の菜園づくりを継続し、ケア
ボランティア及び青少年を

対象に研修を提供しました。
既に菜園を実施 してきたケ
アボランティアに対しては、
自分たち自身が青少年や保
護者に対 して菜園づくりを

教えるスキルの習得を目指
して研修を行いました。青少

年を対象にした菜園研修に
は 45名 が参加し、センター
の菜園で実践するだけでな
く、多くの参加者が自宅にお
いても 2～3種類の野菜栽培
を行っています。

|アフリカ

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

リンポポ

州
ベンベ郡
チュラメ
ラ地区
ムペゴ村

日本人
1名

(兼任 )
現地ス

タッフ
3名

直接受益
者 :

DICの ケ
アボラン
ティア、
村の住民
ボランテ

イア、OV
C

間接受益
者 :

子どもの

保護者、
地域の教
員やソー
シャルワ
ーカー、
村長など

関係者、
その他地
域住民

直接受益

者 :

ケアボラ
ンティ
ア 0 0VC O

地域住民
約 300人

間接受益
者 :

約 9,600

人

20,927



コ 1

【国内避難民への身分証明
証、出生登録書取得支援】

国内避難民の うち多数が避
難する際に身分証明書を喪
失したり、避難後に子どもが
産まれ出生証明書を所持 し
ていない状況です。結果、支
援物資などの援助を受ける
こと、就学や進学、病院での

診療、検問所を通る地域間の

移動や就業が難 しくなって
います。生活を送る上で必要
な権利を享受できていませ
ん。これを受け、避難民の権
利、子どもの権利、身分証明
や教育の重要性などに関す
る意識化研修を実施し425人
が参加 しました。また、400
人の子どもが出生登録書を、
16歳以上の 150人が身分証明
書を受領しました。

【児童保護のための「子ども
広場」の設置】

戦争の中での生活は子 ども
の心身に悪影響を及ぼし、特
に避難民の子 どもの多くが
創造性、協調性、情緒の育成
のために欠かせない「子ども
らしい時間」を過ごせないま
まです。JVCは避難民サイ ト
2箇所 (ハジャブ、ハサブリ)
で読み聞かせ、お絵描き、ゲ
ームなどを行 う児童館のよ
うな子どもにやさしい空間
(Child Friendly Space :
CFS)を設立しました。運営
のためのファシリテーター

とコミュニティ計 12人を対
象とした児童保護、心理社会
的サポー トなどの研修を実
施した他、遊具設備 (ト ラン
ポリン、ブランコ、滑り台)
や遊び道具を供与しました。
3か月間 CFSが運営され 210
人の子 どもが継続的に参加
しました。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

タイズ県
マクバナ

郡内
国内避難
民サイ ト

日本人
4名
(兼任 )

国内避難
民

子ども
約 770人

10,743



ス ー

【いまも続く汚染の影響を
訴える現地の声を聞く】

4月 から 5月 にかけて、日本
から出張したスタッフ2名 と
現地団体スタッフ2名による
合同調査を実施しました。ユ
ニティ州保健省からの許可
を取得し、ベンティウ油田お
よびサラジャ油田周辺の集
落 と病院・診療所を訪問。
1990～2000年代の油田開発
期の強制移転の経験をはじ
め、長期にわたる流産などの

健康被害と家畜 (ウ シ)の大
量死などの影響を訴える声
を聞きました。診療所では油
田からの汚染物質が流産や
出生時異常の原因であると
の医師 0看護師の意見を数多
く耳にしたものの、診療記録
が整理 されておらず裏付け
となるデータの収集は十分
にできませんでした。住民に
よれば油田関連業者による

廃棄物の不法投棄は現在 も
続いています。現在作成中の

調査報告書は 2024年度の早
い時期にウェブサイ ト等を
通じて発表する予定です。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

日本、南
スーダン

日本人
2名
(兼任)

ユニアイ
州の国内
避難民支
援

3,000人 2 462

【緊急支援】

イラクのシリア難民への支

援等を実施している JIM―NET

(日 本イラク医療支援ネッ

トワーク)と 日本チェルノブ

イリ連帯基金 (JCF)と とも
に、クル ド赤新月社 (KRC)

を通じて支援を行いました。

KRCはアレッポ北部シャハバ

地域の病院、保健センター、

避難民キャンプで、地震の被

災者約 23,000人を対象に、
風邪薬やぜんそく薬などの

医薬品や、ベッドマットや毛

布などの生活用品の支援を

実施しており、この活動の一

部を支援 しました。 また、
現地に根差 して活動する小

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

アレッポ

北部 :シ
ャハバ地
域の病
院、保健
センタ
ー、避難
民キャン
プ

ジャラブ
ルス地
域 :避難
民キャン
プ

日本人
2名
(兼任)

地震の被
災者

アレッポ

北部 :約
23,000

人、

ジャラブ
ルス地域 :

250世帯、
約 1,250

人

3,124



規模な団体との連携も模索
し、情報提供などにも協力的

だつた トルコに本部がある

シリア女性支援団体 SEWAR

(Supporting & Empowering
Women s  Advancement  and

Rights)と の共同を決めまし

た。オンラインで避難民キャ
ンプの数人にインタビュー

をするなどして、現地の状況

を確認し、 トルコとの国境に
近いジャラブルス地域の避

難民キャンプで、250世帯 (約
1,250人 )に食料パッケージ、

衛生キット、女性用キットを

配布し、女性や子どもを中心

に精神的ケアも実施し、のベ

120人が参加 しました。

②国内の大

規模災害で

被災した

人々に対し

ての救援・

復旧・復興

協力事業、

政策提言並

びにそれら

に係る事業

2023年度は該当活動があり
ませんでした。

日本国内
0

③前項①・

②に関し

て、機関

誌・刊行物

等の発行及

びマスメデ

ィア等を通

じての広報

活動並びに

社会教育、

政策提言な

どの事業

図壺舅

【「戦争ができる国づくり」
の動きを止める】

「NGO非戦ネット」の事務局
を担い、他の参加団体と協力

して「政府安全保障能力強化

支援 (OSA)」 に反対する動き

をつくりました。6月 には声
明文の発出とともに国会議

員会館内で外務省 との意見

交換会を実施。国会の質問で

も取り上げられました。11月

には再び議員会館内で集会

を行い、OSA対象国であるバ
ングラデシュやイン ドネシ

アの実情から武器援助の危

2023生 F:
4月 1日

2024年
3月 31日

日本国内 日本人

1名

(兼任)

2, 706



険性を訴え、メディアにも掲

載されました。また、JVCの
各事業と協力して、スーダン

内戦勃発時の自衛隊による

邦人救出に疑間を呈する声

明を発出、パレスチナのガザ

危機 では停 戦に向けて政

府・国会への働きかけを行い

ました。

【情報発信・広報】

目標として、オンラインでア
プローチできる20-40代の
潜在的支援者層の獲得を掲げ
ていましたが、後述の成果の
ところにも記載したように活
動地の情勢悪化により注目度
が上がったこともあり、多く
の層と繋がることができた 1

年でした。イベントがきっか
けで新たにつながった方の数
554名・物品支援をきっかけ
に新たにつながった方の数 9
32名・新規メルマガ登録者数
800名 、とオンラインでのメ
ールアプローチなど一斉にリ
ーチできる支援者の数が増え
たことは今後の施策を実施す
る際の力になると感じていま
す。

【ファンドレイジング】

資金調達の柱として収益増
を目指していた物品支援は、
日標を大きく下回ることに
なりました。コロナ禍による
一時的な増収と思われる時
期が終わったことのほか、大
口でのご支援が目標に達し
なかったことが原因として
あげられます。
対して、季節募金はオンライ
ンの寄付額も伸びていて比
較的順調な推移を見せてい
ます。
また、2023年度は遺贈で高額
のご寄付をいただきました。
今後も遺贈について周知し、
託 していただける信頼の情
勢 と体制作 りを進めたいと
思います。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

日本国内 日本人
11名

(一部
兼任)

42,996

匡亘]



国 際 協 力 NGOセ ン タ ー
(JANIC)や KOREAこ どもキ
ャンペーン、非戦ネットな
ど、政策提言や情報発信をよ
り効果的に行 うため他団体
との協働を継続しています。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

日本国内

④この法人
の目的にか
なう事業を
行っている
他団体に対
しての支援
事業

カンボジア市民フォーラム、
地雷廃絶日本キャンペーン、
KOREAこ どもキャンペーンに
対して、事務所スペース及び

備品の貸与を通 して支援を
継続しました。これらの団体
は、JVC及び JVC職員)が設立
当初に参画し、現在でもネッ
トワーク活動 として関わっ

ているか、または JVCの 目的
にかなうような人権の擁護、
平和の推進事業を行ってい

ます。

2023年
4月 1日

2024年
3月 31日

日本国内 対象団体
の職員な
ど

712

⑤その他こ

の法人の日

的達成に必

要な事業

2023年度は該当活動があり
ませんでした。

日本国内 0

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【 76】 千円)
疋秋 に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

事業費
(千円)

カレンダー等

物品販売事業 2022年度で製作を終了いたしました (2023年
度は残務処理のみ)。

レ ン

76



2023年度  活動計算書
自 2023年4月 1日
至 2024年 3月 31日 生産匪慶1腫勁法△」ヨ」国目田1堕 12ン2コ1=逃L=

科 日
特定非営利活動
に係る●菫

その他の口栞
(カレンダー) 合計

I経常収益
1受取会贅
2晏取寄付金
3受取助威金
4受取補助金
5事凛収n
カレンダー事業収益

6.その他収益
役凋収益

受取利患

為薔整益

雑収入

1事業費
(1)人件費
役員報酬

綸料手当

退闘金

退日綸付費用

通勤費

憲質手当

法定福利贅

福利厚生費

人件費計

(2)その他経費
売上原価

トレーニング費用

会場使用料

金田費

プロジェクト物資

旅贅交通費

通18運搬ロ

印刷製本質

消耗品費

研修ロ

業務委託ロ

車両買

事務所憲買

水道光熱費

修縄買

減価償却費

広告宣伝買

諸金費

新聞図書費

租税公課

支払手数料

雑費

商品廃彙損

為薔差損

保険料

その他経費計

夢凛費計

2管理買
(1)人件費
役員報酬

綸料手当

退■綸付費用

通助費

法定福利費

福利厚生費

人件賣計

(2)その他経費
会鳩使用料

金臓費

旅費交通費

通●運搬費

印刷製本買

消耗品費

研修費

業務委託費

事務所家買

水道光熱費

リース料

脳会費

租税公課

支払手数料

保険料

その他経費計

管理費計

経常費用計

5738000
153,313700
13023384
86255,617

0

2,129,925
169,759
2,143,347
413旦ヱ」42
267.110,934

1,5601,000
80,821,083
2685,652
5506,119
1,439,793
4,399348
10.459,097
172.968

119.440

0
0
0
0

0
0
0
0

119,440

0
0
0
0
0
0
0

a738,000
153.313.760
13023,384
86255,617

119,440

2,120,925
169,759
2,143,347
≦L塁 37』 42
267,23Cヽ374

1.560.000
80,821.083
2,685,652
5506,119
1,439,793
4,399,348
10,459,007
1721∝B

107.0峰 4(XЮ 0 107_044_060

21.036
5,220,738
114()40
576.579
8.417.536
12,869204
5,988701
3,482997
1,747,480
80,650
48,216.146
4.029,981
9252070
854,348
200,847
438625
662234
131,659
16206
155984
5,549395
189074
85253
2156,065
2048598

65134
0
0
0
0
0
1212
1,361
0
0
0
0
0
0
0
0
2.406
0
0
1,334
220
1

4.665
0
0

86,170
5220,738
114,940
576.579
8417536
12,869204
5989913
3.484358
1,747,480
80.650
4821Q146
4,029,981
9252,070
854348
200.347
43〔 (ヽ625

064.640
131,659
16206
157,318
5549615
189,075
89,918
2,156,065
2.048.598

112506,346 71a338 112.582_679
21955Q406 76333 21962a739

3,640,000
10.055,186
978783
283992
2.683,113
13■647

3,640,000
lQ055,186
978783
283,992
2,683.113
13■647

17.772.721 17717,7,1

142673
86299
C(37.415
986674
2347
629,984
82.380
2,515144
1275636
68,991
582.733
450,000
45,734
311,900
36_009

142.673
8Q299
667.415
985,674
2,347
629984
82,380
2,515144
1275,636
6B,991
582,733
450,000
45734
311,900
36009

7.882.519 7.882.519
,5.65,40

245205646 76.333 245281.979
21,906288 4:■■07 ,19嗜

`1395Ⅲ経常外収益

雑鶴

週年度損益修正面

鰹常外収益計

3,000,000
564,386
3.564.395

0
511
511

3,000,009
_区聾=墜ヱa5649Ю6

Ⅳ 経常外■用

雑損失

通年度損益修正損

経常外費用計

当期経常外増漱顔

経理区分振替額

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰題正味財産顔

次期限越正味財産額

252.032
843736

14,050
0

266,082
84(■736

1.095768 14. 1.l α3,818

'_4686,7
▲ 13539 2``C(■ 088

29568 ▲29568 0
24,403,483
70.000

0 24,403,483
70.000

24,333483
209.607.532

０

０

24333,4B(3
209.607.532

0 ,33_941015
コ し



2023年度 貸借対照表

2024年 3月 31日 現在

畳定差自巳歴 1勁法△旦杢国」匙1菫2≧LEZ」笙≧重L二

(単位 :円 )

科目

I 資産の部
1。 流動資産

現金預金

棚卸商品

貯蔵品

仮払金

未収金

前払費用

短期貸付金

流動資産合計
2.固定資産
(1)有形固定資産
器具備品

車両運搬具

有形固定資産計

(2)投資その他の資産
出資金

保証金

長期前払費用

投資その他の資産計

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部
1.流動負債
未払金

前受金

源泉税等預り金

未払法人税等

未払消費税

賞与引当金

流動負債合計

2.固定負債
退職給付引当金

固定負債合計

負債合計
Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計

33Q95Э,267
372,958
316,231
2,371,308
7,104,244
8,022,213
8,030

1

86,262
86263

349145,251

1

91,150,220

7

143

11 1

1

2,139,761
1,435867
3,575629

19,893,434
67,659,299
969687
70,000
198,800
2,359,000

27,715,908

209,607,532
24,333,483

233,941,015
352,807,143





2023年 度 財務諸表の注記 特定非営利活動法人 日本国際ポランテイアセンター
自  2023年 4月 1日
至 2024年3月31日

3使途等が制約された寄付金等の内訳
使途等が制約された寄付金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は、   233,941,015 円ですが、   29,661,849円 は、下記のように使途が特定されています。
従つて使途が制約されていない正味財産は、 204.279,166 円です。

内 容 前期繰越額 当期受入額 当期減少額 次期繰越額 備者

ラオス事業

寄付金 ラオス事業指定寄付金

助成金 WeLhaus
補助金 外務省NGO連携無償資金20233月～
補助金 外務省NGO連携無償資金20243月～
ラオス●集 計

5,909,504 1,24,371 4,665,133

6,980,200 0980,200
19,688,721

23,703

19688721
23,703

=記
の他  526,190前受金計上

左記の他 23286,994前 晏金計上

32002128 27:93a995 4、665,133
南アフリカ事業

寄付金 南アフリカ事業指定寄付金

補助金 外務省NGO連携熙償資金2022.3月 ～
補助金 外務省NGO連携無償資金2023.5月 ～
南アフリカ事業 計

4,898,585 1,605112
731,916

4,975,033

731,916

1,528,664

12,450,843 12,450,843 左記の他  4,808,859前受金計上

4」

"8駁
掲 14787871 18157,792 1,5281664

パレスチナ事業

寄付金 パレスチナ事業指定寄付金

寄付金 パレスチナ事業指定寄付金 (遺贈寄付)

寄付金 ガザ緊急支援指定寄付金

助成金 連合愛のカンパ

助成金 立正佼成会―食平和基金

補助金 外務省NGO連携無償資金2023.2月 ～
補助金 外務省NGO連携無償資金20242月～
パレスチナ事業 計

6,579042 5,873,402 705,640
4,000,000 4,000,000

39,038,355 17,836,268 21,202,087

1,000,000 1,000,000

3,03Q913 3030,913
28,953,666 28,953,666

5182647 5,182,647
=記
の他  37549527 前受金計上

87,784623 ∝B7Q医過 21907,727
スーダン事業

寄付金 スーダン事業指定寄付金

寄付金 スーダン事業指定寄付金 (遺贈寄付)

助成金 フェリシモ地球村の基金

助成金 アフリカ支援基金

補助金 UNCEF 2023年度
スーダン事業 計

3,964,704 3,964,704

3,000,000 3,000,000

512271 512,271 生記の他  487,729 前受金計上

1,000,000 1,000,000 主記の他  1,000.000 前受金計上

19224,121 19,224,121

27,701,036 27,701`096

その他

寄付金 コリア事業指定寄付金

寄付金 イエメン事業指定寄付

寄付金 イエメン事業指定寄付 (遺贈奇附)

寄付金 アフガニスタン事業指定寄付

寄付金 シリア震災緊急支援指定寄付金

寄付金 東日本震災指定寄付

寄付金 国内災害支援指定寄付

寄付金 調査研究 。政策提言事業指定寄付

寄付金 広報事業指定寄付

寄付金 管理指定寄付

助成金 高本仁二郎基金 南スーダン (調査)
その他 計

582,500 582,500

8,8Cν1242 7,623573 1,180,669
3,100,000 3,100,000

100,000 0 100,000 海外共通

2,184,041 927457 3,111,498
243,361 0 0 243,361

36,295 0 0 36,295

85,αЮ 85,000
14,455 14,455

293,732 293,732

500,000 500,000

2463,697 14,407,優過 1531Q758 1,560325
寄付金 7,362,282 73(∝X,103 55704536 29,661,849
助成金 0 13,023,384 13023,384 0

補助金

計

0 86,255,617 86,255,617 0

7,362,282 177280,104 154983537 29,αう11840



2023年度 財務諸表の注記

4.固定資産の増減内訳

5.役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下のとおりです。

6 その他の事項
事業費と管理贅の投分方法
事務所家賃    事業の事務所面積占有比率により按分しています。
水道光熱費    事務所家賃の捜分比率により捜分しています。

特定非営利活動法人日本国際ポランテイアセンター

自 2023年 4月 1日

奎 2024年3月 31日

科目 期首取得価額 取得 減少 期末取得価額 減価償却累計額 期末帳簿価額

有形固定資産

什器備品

車両運搬員

投資その他の資産

出資金

保証金

長期前払費用

3CЮ,《D
6,817,577

100,000

8,726737
1.958.000

0
14,376

0
6,193

0

196,409

5,468,456

99,999

6593,169
0

110,000

1,363,497

1

2,139,761

1,958,000

△ 109,999

△ 1277,235

0
0

△ 522,133

1

86,262

1

2139761
1,435867

合計 17,908,723 20,569 12,358,033 5,571,259 △ 1,909.367 3.661.892

科目
財務諸表に計上され
た金額

内、役員との取引
内、近親者及び支
配法人との取31

(活動計算●)

夢業贅

事業費/人件贅

事業贅/人件ロ

事業費/人件贅

管理費

事業費/人件■

管理費/人件ロ

管理■/人件■

役員報酬

綸料手当

退職拾付贅痔

役員報酬

給料手当

退贈給付費拝

1,502000

8Q821,083

5,506,119

3,64Q000

10,055,186

978.783

1,560,000

7.241,743

499,000

3,640,000

2234,400

280.000

0
0

0

0

0

活動計算薔計 102,561,171 15,455,143 0

(貸僣対照表)

退臓給与引当金 277159Ю8 2,821,000

0

0

貸借対照表計 27,715908 2821.000 O



2023年度 財産目録
2024年3月 31日 現在

劉主主饉畿ヨb型Lfl杢」コ慶 122alcE=zz=

192,126
2,789
2.595348
810960

1.012137
5_,49606

92,172.509
2141.454
96.382,368
3,502.226
1,380,257

302〔6863

38235

316231

1

６‐８４２７∽酪４２４秘面

鶴∞３，２眩名ぬ

6.261.895

4.072
788641

8950
30,000
10686
7.104244

325064
696,56

405,100
454,142
541,189
128,832
5,471,630

____型 堕名こ重

BO日0

1

86,6,
ea263

2,020,320

2.113■ 731
1.43風867
3575320

349,145251

9■150220

104,427
295,256
7,434,464
903638
1,794,619
7.880,048
338098
247,747
772.038
123099
1980…

65,645.380
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籠払金
南アフリカ事業 現地事務所 個人名薔口座
パレスチナ3業 現地り務所 □人名麟口歴
南スーダン事集 現地3務所 □人名饉口慶
南スーダン事業 現地3務所
エジフト出張薔 ′1レスチす現地事務所
パレスチナ3葉 ガブ緊急支援 1万 ドル
弁願土交通費
傾払金計
立●金
未収金
KOREA子 どもキヤンペーン
UNCEF(補 助金)
ジャックス他 (寄付金収入)
他団体 家買薔未収金
調金

東京事務所 =口・薔理ロ
東京事務所 海外旅行保崚卜・東京事務所損害保険料
東京事務所 その他経費
東京夢場所 償却保証料 (未償却分)
′1レスチナ●業 業務晏託ロ
ラオス事務所 現地霰■薔
スーダン・南スーダン●集 曰連●利用のための預託金
田払費用計
燿日日付金

東京事務所管理費経費
外務省日本N00連携無償資金協力 (パレスチナ・ スーダン。南アフリカ

「

集)
経団連自然保■基金
社会保候料 団体負担分9月分
東京夢務所 人件費・ 経費
コーボレートカード
スーダン事務所 助威金返金分
南スーダン事務所 退■金
パレスチナ事務所 エツプト出張経費
未払金計

外務省日本N00壼携無償資金協力 (南アフリカ・パレスチナ事業)
その他民間助威金 (ス ーダン事業、ラオス●集)

■旧■●計
■凛■饉|口り0
東京事務所 社会保険料
東京3務所 源泉所得税・住民税

海外事務所 (ライス・ スーダン)
運■鶴付B:当n計

■行■●計
■0■会計
■昌
広報事業 物販用商品
カレンダー●業 物販用商品

■員
未駅●針

“

払費用

南ア事務所
滝■口自計

2■定■●
(1)有
"■
定賣■

■m日
輌 饉 員
有膠目定■壼計

長期蘭払費用
田 Hり |め口 謝
■定■壼合計

I
費■8計
n■の

“
1.■口負ロ
未払金
東京事務所3集贅経費

2■定負ロ
ニ■綸僣ヨ:当金
東京事務所

日定負口合計
負●合計

工璧菫壼

饉受金

ロロ‖■壼計
貯口昌 (口手。□日)

m脱 専躙り0計
未払法人税●
未払用■■薔
口薔引当金
m口 合計

② 投口その出の■■
出口金 株式会社□通株式

“
東京事務所保肛金
海外事務所 (南アフリカ)保証金
保E金針



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

2023年 度年間役員名簿 J泄驚糖だぢF:″耐鑑[lξttξ翻編稽甜i躍嵩所並
埜」塵:」:当iE:里 ]幽窒△___旦杢厘盤二1主:Z≧二_■Zセ≧生=|

1 確認事項 (法第20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)
●各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係 )

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

1 睡憂]・ 監事
イマイ  タカキ 2023年 4月 1日

2024年 3月 31日

2023年 4月 1日

2024年 3月 31日今井 高樹

2 睡憂卜監事
イトウ  トキヨ 2023年 4月 1日

2024年:3月 31日伊藤 解子

3 睡憂]・ 監事
イワタ ケンイチロウ

 

2023年:4月 1日

2024年 3月 31日岩田健一郎

4 睡憂]・ 監事
オカ
゛
ワ  リュウタロウ 2023年 4月 1日

2024年 3月 31日小川 隆太郎

5 。監事

オノ タケヒロ 2023年 4月 1日

2024年13月 31日小野 豪大

6 睡憂]・ 監事
キノシタ  ショウシ

゛
2023年14月 1日

2024年 3月 31日木下 尚慈

7 巨憂]・ 監事
カワソ工゙/ウチタ

゛
ショウコ 2023年 4月 1日

2024年:3月 31日
河添聖子

(内田聖子 )

8 睡憂]・ 監事
シミス
゛
  ケン 2023年 4月 1日

2024年:3月 31日清水 研

9 睡憂卜監事
シミス
゛
  トシヒロ 2023年 4月 1日

2024年 3月 31日清水 俊弘

10 睡憂]・ 監事
テンミョウ  ノフ

゛
ヒロ 2023年:4月 1日

2024年 3月 31日天明 伸浩



書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

11 ・監事

フシ
゛
ヤ  リカ 2023年 4月 1日

2024年 3月 31日藤屋 リカ

12 □
。監事

ワタナベ  ナオコ 2023年:4月 1日

2024年 3月 31日渡邊 直子

13 理事。匡∃
タナカ マサユキ 2023年 4月 1日

2024年 3月 31日田中 雅幸

14 理事。匡ヨ
ナカヤマ マサユキ 2023年 4月 1日

2024年 3月 31日中山 雅之



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人__旦杢遅堕堕整聾」L□型堕
=量=二
_

氏   名

1 伊藤 解子  

2 稲見 由美子

3 岩田 健―郎

4 木村 茂

5 後藤 美紀

6 小林 麗子

7 下久禰 愛

8 仁茂田 芳枝

9 宮西 有紀

10 大村 真理子

11 橋口 佑太

12




